























































下記注（1)を筆頭に， KennethJ. Arrow, Essays In The Theory of RisトBearing,
(American Elsevier Publishing Company, Inc., 1974）が著名である。経済学の分野
で，酒井泰弘『不確実性の経済学』 （有斐閣， 1981）がある。
(2) たとえば， AlbertH. Mowbray, Ralph H. Blanchard, and C. Arth~r Williams, 
Jr., Insurance, Sixth ed., (McGraw-Hill Book Company, 1969）は， リスク（第1
章〉， リスクと統計学（第2章〉， リスクと経済学，心理学，および経営学（第3章〉，
リスク・マネジメント（第4章〉，保険（第5章〉を取扱っている。
(3) 同旨の観察は，たとえば次の文献にも読みとることができる。 G.Neil Crockford, 

















ations.”The Geneva Paρers on Risk and Insurance, 7 (No. 23, April 1982), pp. 
169-179. 
(4) Frank H. Knight, Risk, Uncertainty, and Profit, (The University of Chicago 







































(9) C. Arthur Williams, Jr. and Richard M. Heins, Risk Management and Insurance, 
または，ウィリアムズ／ハインズ著，武井勲訳『リスク・マネジメント上』〈海文堂，









































b) 管理者とこれらとの関係 1. 生産
2. 技術（technology）の問題
a) 機る械物工理学学， 基礎応用科学によ
1. 統制の伝達補助 b) 生産管理 2. 財務
例 a) 英語 3. 財務の問題
b) 外国語 a) 社会の金融機関（組織）
2. 統制の測定補助 b) 財務管理 3. マーケティング




3. 統制の基準と実務 交通を 〉
a) 心理学 5. リスクおよびリスク負担の問題
4. リスクおよびリス
ク負担
b) 組針織と方の方法 a) 現代産業社会のリスクの側面
b) リスク負担ト一管理筆者（加リ筆ス）ク・マネジメン


























































































(14) Ibid., pp. xii-xiii. 





















































間たとえば， "The Impact of Risk Management on Profitability，＇’（RM56, Insurance 
Institute of America, 1974,) p. 63を参照。






























白O) Ibid., p. 1. 
自D John Haynes，“Risk as an Economic Factor，＇’ Quarterly Journal of Economics, 





























(2) Irving Fisher, The Nature of Capital and Income, (The Mac Millan Company, 





























(23) oρ. citリ（1)p. 2. 













わち， 1) 自然の物理的な危険状態による財産破壊のリスク， 2) 生産過程



























































































































































































































帥 BeckmanT. N., Maynard, H. and W. R. Davidson“Principles of Marketing" 
(New York. Ronald 1946) pp. 533-534，および前掲注。
















































$; 』 う 人 会社の人 会社の人
部下，同僚，上司 顧客
こ（顧と客な，し競〉争相手と会う 競争相手











¢3) S. 0. Martin，“Scientific Study of Marketing，＇’ Annals of the American Aca-
















































































































































側 IrvingPfeffer, Insurance and Economic Theory, (Richard D. Irwin, Inc., 1956) 
pp. 53-56. 
的 武井勲「リスク・マネジメントの考え方」『リスク・マネジメント必携』（リスク・









E ①b心〕保社有自家内（社資保金険内く資金筈引〉霊当費金B ② 損失制御 故
a) 損失防止
























(1) (2) (3) (4) (5) 
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- 51-
-174-
すなわち， リスク負担におけるリスクは，経営判断の対象となるリスク，経
営諸科学における意思決定論の対象となるリスク， リスク・マネジメントの対
象となるリスク，および保険の対象となるリスクに4分される。これらは，利
潤の源泉となるリスクもしくは不確実性（真の不確実性，不安定な危険，投機
的リスク〉と究極的にはコスト，損失，損害に関係し利潤の直接的源泉とはな
らないリスク（純粋リスク〉に2大別される。前者は，確率によって処理でき
ないものであり，後者は確率によって科学的な処理が可能なものに属する。前
者は，企業会計上，収入と支出の両方に関係し，後者は主として支出に関係す
るものであり，収入に関係する場合があるとしてもそれは間接的もしくは付随
的な関係にすぎない。
このようにリスク負担の研究は，経営判断，経営諸科学における意思決定
論，およびリスク・マネジメント〈厳密には純粋リスク・マネジメント〉なら
びに保険経済学（または純粋リスク経済学〉もしくは保険経営学の系譜を明ら
かに展望する。そしてリスクは普遍的な経済的要素であり， リスク負担は経営
の基本要素の一つであって， リスク負担機能をよりよく果すための理論と技術
を研究開発する必要と方法が明らかにされるO リスク処理方法の体系化にリス
ク負担研究の意義が見出される。
(1982年10月1日〉
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